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寒冷地に適 した複合採卵養鶏の安定生産技術確立

第 2報 制限給餌と点灯の組合せ (7月 ヒナ )
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1 は し が き

前報で4月 ヒナは制限給餌の実施期間が長いはど初産は

遅れるが,平均卵重や経済的にはすぐれること,また点灯

開始日齢による影響は初産状況や産卵性にはほとんど認め

られず,125日齢からの点灯でも充分であることを報告した。

今回は,点灯処理の効果が顕著な 7月 餌付けのロード交雑

鶏を用い,育成期の制限給餌の実施期間 (以 下育成期処理 )

と点灯開始日齢 (以下点灯処理)を組合せた場合に初産状

況や産卵性にどのような影響を及ぼすか検討した。

2 材料及び方法

供試鶏は,1982年 7月 餌付けのロード種を一元とした二

元交配 (以下GP)と三元交配 (以下ZDP)を 各300羽

合計600羽 を用い,GPは福島鶏試で,ZDPは 青森鶏試
で試験を実施した。試験区分は表 1の とおりで飼料は餌付

け～ 4Wまで市販の幼すう用飼料,5～ 22Wま で市販の大

すう用飼料 ,23W以降は委託配合飼料 (CP16%一ME2760

kca1/″ )を給与した。試験期間は餌付け～22Wを育成期 ,

23～72Wを成鶏期とした。点灯管理は表 1の区分とし,一

般管理や衛生対策は各場の慣行により実施した。

表 1 試験区分
育 1支 期 処 理

に示した。また,交互作用 (育成期処理×点灯処理)が有

意になった項目については,表 4に まとめて示した。

育成期飼料摂取量は,鶏種ではGP力清 意に多く,育成

期処理では不断区に対して制限 (7～ 17W)区 787%,制

限 (7～ 20W)区 728%と なり,点灯処理では点灯 (90)

区が有意に多くなった。20W体重は,鶏種でCPが有意に

大きく,育成期処理では不断区に対して制限(7～ 17W)区

860%,制限 (7～20W)区 70_2%と なり,点灯処理では

点灯 (90)区が有意に大きくなった。なお,育成期飼料摂

取量,20W体重で交互作用が有意となり,不断区のみ点灯

処理の効果が認められた。育成率は,鶏種,育成期処理 ,

点灯処理間に有意差は認められなかった。初産日齢は鶏種

ではZDPがGPよ り有意に早くなり,育成期処理では不

断区が最も早く,次いで制限 (7～ 17W)区 ,制限 (7～

20W)区の順となったが,点灯処理に有意差は認められな

かった。交互作用が有意となり,不断区では点灯 (90)区

が有意に早かったのに対し,制限 (7～ 17W)区 と制限

(7～20W)区では逆に点灯 (120)区が有意に早 くなっ

た。初産卵重は鶏種間に有意差はなかったが,育成期処理

では制限 (7～ 17W)区 と制限 (7～20W)区が不断区よ

り,ま た,点灯処理では点灯 (90)区が点灯 (120)区 よ

りそれぞれ有意に大きくなった。初産体重は,鶏種ではG
Pが有意に大きく,育成期処理では,不断区が制限 (7～

17W)区 ,制限 (7～20W)区 より有意に大きくなった。

また,点灯処理でも有意差が認められ,点灯 (90)区が点

灯 (120)区より大きくなった。

点灯処理絲   羽  数
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**:そ れぞれの日齢に達した1寺点から14時 1130分一定の
点灯●■:を行った。

3 結果及び考察

育成期及び初産期の成績を表 2に ,成鶏期の成績を表 3
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産卵率は,鶏種ではGPが ZDPよ り有意に高くなった

が,育成期処理,点灯処理に有意差は認められなかった。

日産卵量は,鶏種では産卵率が高かったGPが有意にすぐ
れた。育成期処理には有意差は認められなかったが,点灯処

理では点灯 (90)区が有意にすぐれる結果となった。飼料

摂取日量は,鶏種ではGPが ZDPよ り103夕 も多いが ,
育成期処理間に有意差は認められず,点灯処理では日産卵

量がすぐれていた点灯 (90)区が有意に多くなった。飼料

要求率は,鶏種 ,育成期処理 ,点灯処理のいずれにおいて

も有意差は認められなかった。平均卵重は,鶏種ではZD
Pが有意に小さくなったが,育成期処理間には有意差が認

められず,前報の 4月 ヒナでみられた制限給餌による平均

卵重の増加は認められなかった。 点灯処理では点灯 (90)
区が点灯 (120)区 より有意に大きくなった。 また,交
互作用が有意となり, 不断区及び制限 (7～17W)区で

は点灯 (90)区が有意に大きくなっていたのに対し,制限

表4 交互作用 (育成期処理×点灯処理 )

(7～ 20W)区では点灯処理による効果が認められなかっ

た。鶏卵 1″当たりの飼料費は,鶏種間に有意差は認めら

れないが,育成期処理では制限 (7～ 20W)区が最も低

く,次いで制限 (7～20W)区 ,不断区の順となり,7月
ヒナでも育成期の制限給餌が経済的に有利であることが確

認された。点灯処理では有意差は認められないものの,日

産卵量が有意に多かった点灯 (90)区が点灯 (120)区 よ

り4円低い値となり,経済的にすぐれる傾向を示した。

表 3 成鶏期の成績
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育成期飼料摂取量 (′ ) 20W体 重 (′ )

不 断  制限 (7～ 17W)制 限 (7～ 20W)
A      B        c

点灯 ( 90) 10,027a    7,814      7,213
A        B          c

点灯 (120) 9,758b    7,749      7.186

不 断  制限 (
A
1,570a

A
l,480b

7～ 17W)
B
1,306

B
1,317

制限 (7～ 20W)
C
1,067

C
1,072

初産日齢 (日 ) 平均卵重  (夕 )

点灯 ( 90)

点灯 (120)

1501b
B
1547a

1656a
B
1600b 575b 572b

不 断  制限 (7～ 17W)
C         B

制限 (7～ 20W)
A
1724a
A
1678b

不 断  制限 (7～ 17W)
AB      A
590a     595a

制限 (7～ 20W)
B
582

58 1

注 A,B,C:横 列異文字間に 5%水準で有意差あり。
a,b:縦列異文字間に5%水華で有意差あり。

以上の結果から4月 ヒナのように点灯処理による影響が

認められず ,制限給餌の実施期間が長いはど平均卵重や経

済性ですぐれる場合は,制限給餌を 7～22W実施し,点灯

は125日 齢から開始するのが最もよい方法と思われる。一

方,7月 ヒナでは,早期点灯による日産卵量や平均卵重の

増加が認められること,ま た,その効果は不断区及び制限

(7～ 17W)区で顕著にみられるのが特徴であった。した

がって 7月 ヒナでは,制限給餌を 7～ 17Wまで実施してあ

る程度飼料費の節減をはかる一方で,点灯は90日齢から開

始するの力渥 も経済的な育成の管理方去であると推察される。

4 要

制限給餌の実施期間と点灯開始日齢を組合せた場合に ,

初産状況や生産性にどのような影響を及ぼすか,4月 ヒナ

(前報)及び 7月 ヒナ (本報)について検討した。その結

果,4月 ヒナでは制限給餌を 7～22Wま で実施 し,125日
齢より点灯を開始する方法が,7月 ヒナでは制限給餌を 7
～17Wま で実施し,90日 齢から点灯を開始する方法が経済

的に有利な育成の管理方法であると思われる。
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